色彩計による生薬の品質評価(第2報): 大黄の色彩と含有成分量 by 近藤 誠三 et al.
色彩計による生薬の品質評価(第2報): 大黄の色彩
と含有成分量
著者 近藤 誠三, 御影 雅幸, 高野 昭人, 津田 喜典

















































































































































































































































































































































































































































































































AQ AR SA SB CA GA Hy－GA
Fine
powder
H20
L＊
a＊
b＊
C＊
CT
りが歴ひα
NaHCO3　L＊
　　　　　　a＊
　　　　　　b＊
　　　　　　C＊
　　　　　　er
FeC13 L＊
a＊
b＊
C＊
cr
一〇，　381　一〇．　5“
一一 Z．　3ro　一〇．　298
－O．　419　一〇．　420
－O．　438t　一〇．　423
一一@O，　406　一〇．　512
　O．　255
一　O．　130
　0．　124
　0．　125
　0．　161
O．　090
0．　231
0．　077
0．　073
0．　187
O．　274
0．　021
0．　045
0．　045
0．　343
一〇．　252
－O．　736
　0．　768
　0．　771
　0．　367
一〇．　550
　0．　452
　0．　831
　0．　835
　0．　157
一〇．　460
一一@O．　221
一一一@O．　328
－O．　330
－O．　423
一　O．　198
－O．　516
　0．　537
　0．　540
　0．　187
一〇．　384
　0．　269
　0．　570
　0．　576
　0．　084
一〇．　394
－O．　133
－O．　257
一一@O．　254
－O．　353
一一@O．　299
－O．　525
　0．　537
　0．　540
　0．　141
一〇．　397
　0．　232
　0．　554
　0．　560
　0．　042
一〇．　269　一一〇．　105　一〇．　174
　0．　884　O．　587　O．　528
　0．　895t　O．　618t　O．　579t
　O．　894　O．　614　O．　574
　0．　179　O．　208　O．　108
O．　697　O．　203
0．　595　一〇，　102
0．　694　O．　348
0．　715t　O．　330
0．　714　O．　248
一〇．　220
　0．　ooo
一一@O．　175
－O．　172
－O．　co7
　O．　049
－O．　291
－O．　253
－O．　253
－O．　225
一〇．　424
－O．　495
－O．　412
－O．　ro9
－O．　708
一〇．　159
－O．　269
　0．　142
　0．　151
　0．　218
一〇．　168
　0．　058
　0．　142
　0．　145
－O．　074
－O．　371t
　O．　149
　0．　125
　0，　128
－O．　357
O．　592
0．　507
0．　634
0．　641
0．　617
一〇．　062
－O．　212
　0．　052
　0．　063
－O．　os7
　O．　038
－O．　264
一一@O．　oo9
－O．　OIO
　O．　038
一〇．　645
－O．　284
一一@O．　179
－O．　176
－O．　832t
t：　the　highest　value　in　column
　3．　試料末の色および水抽出液の色と，各種成分含量との相関性を，データ解析ソフト（日本マイコン販売，多変
量解析）を用いて検討した結果（TABLE　rV），　FeC13発色のb＊とAR含量との間に，最も高い相関（相関係数＝
0．895）が認められた．次いで，FeC13発色のCTとHy・GA含量との間に高い相関（一〇，832）が認められた．他
の成分については，SA，　SBではFeC13発色のb＊との間に0．6程度，　CAでは試料末の。＊との間に0．7程度の相
関性がそれぞれ認められた．なお，AQおよびGAについては，各種色の測定値との間に相関性は認められなかっ
た．H20基準液およびHaHCO3で発色した溶液については，　AR含量との間に相関性が認められたが，　FeC13発
色のb＊値にはおよばなかった．また，水抽出液の色と発色試薬添加後の色差を求め同様に検討したが，各成分定量
値との間に有為な相関性は認められなかった．さらに，70％MeOH，80％Me2COの抽出液の色についても検討し
たが，相関性は認められなかった．
　4．大黄粉末色およびその水抽出液に塩化第二鉄水溶液を加えて発色させた色を測定するという簡単な操作で，各
種化学成分の含有量に関する多くの情報が得られることが明らかになった．すなわち粉末色の〆の大きいものはCA
が，FeC13発色後，　b＊の大きいものはSA，　SBおよびARが多く，　CTの小さいものはHy－GAが多い傾向にある．
　以上，小型軽量で携行可能な色彩計を用い，かつ簡単な操作で，大黄の成分化学的な品質評価が可能であることを
明らかにした．
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